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1．緒 言
幼児を取り巻く社会環境の変化による体力低下の
問題を受け、文部科学省は 2012年 3月に幼児期運
動指針 1）を策定した。指針では、「遊びとしての運
動は、大人が一方的に幼児にさせるのではなく、幼
児が自分たちの興味や関心に基づいて進んで行うこ
とが大切であるため、幼児が自分たちで考え工夫し
挑戦できるような指導が求められる」とされてい
る。また、上記の内容を推進するに当たり、「友達
と一緒に楽しく遊ぶ中で多様な動きを経験できるよ
う、幼児が自発的に体を動かしたくなる環境の構成
を工夫すること」の必要性が述べられている。つま
り、この指針では、幼児期における運動が、主体的
な遊戯形態であることの重要性と、そのために環境
の構成に対して工夫することの必要性を指摘してい
る。
主体的な遊戯形態の中での運動指導（以下、運動
遊びとする）を実践する場合、指導者には、適切な
「指導」と「見守り」のバランス感覚が求められる。
河邉 2）は、保育者が幼児の主体性を尊重すること
と保育者がなにも援助しないことは同義ではなく、
幼児の遊びへの内的動機を読み取った上での適切な
援助が求められると指摘しており、特に、一斉指導
を行なわない形式での運動指導の場合、「自発性の
尊重」が「放任」になってしまわぬよう、より一層
適切な援助の方法を見極める必要があろう。
幼児の運動指導に関する研究は、従来様々なアプ
ローチで数多く行われてきているが、その多くは、
一斉指導による運動プログラムの効果を、体力や発
育発達面から評価することを目的としたものであ
る。しかしながら、一斉指導を行なわず、主体的な
遊戯形態の中で運動指導を実践する際には、プログ
ラムの効果だけではなく、幼児の活動の過程そのも
のを評価する必要があると考える。
筆者は以前、幼児が自発的に様々な運動遊びを展
開できる用具として、多様な用具特性を持つ遊具で
ある「ビリボ（MOLUK社、スイス）」（写真 1・2）
に着目し、一斉指導を最小限にとどめたビリボを使
用した運動遊びの中で、幼児はどのような遊び方を
実践し、どのような遊び方が多く出現するかに関し
て報告した 3）。しかしその中では、遊び方の内容に
関してカテゴリー分類を行い、その発現頻度を明ら
かにすることはできたものの、個々の幼児の遊び方
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に関する特徴や、遊びの時系列的変化に関しては明
らかにすることができなかった。
そこで本研究では、一斉指導を最小限にとどめ
た、ビリボを使用した幼児の運動遊びにおける幼児
の活動の実態を、より詳細に定量的に分類・分析す
ることを試みた。このことより、ビリボを使用した
運動遊びにおいて、幼児はどのような遊び方を実践
し、その遊び方にはどのような特徴が見られるのか
について、個々の遊び方の特徴および、遊び方の時
系列的変化の観点から、探索的に検討することを研
究の目的とした。
本研究は、ビリボという既成の単一遊具での事例
研究であるが、既製の遊具を用いて幼児が自発的に
運動遊びを実践した際の、遊び方の特徴を明らかに
することは、幼児が自発的に行う運動遊びプログラ
ムを構築するための基礎的資料として、有用である
と考える。
なお、本研究結果は、現在学会誌に投稿準備中に
つき、遊び方の特徴を中心に、概要のみを報告する。
2．方 法
本研究は、筑波大学体育系研究倫理委員会の承認
（課題番号第 体 25-2号）を受け、また調査対象と
なる幼稚園の園長に対して書面および口頭にて研究
目的および方法、プライバシーの保護を遵守する旨
を説明し、書面にて同意を得た上で実施した。
1）対象
茨城県内にある私立幼稚園の 5歳児 1クラス 32
名（男児 17名、女児 15名）を対象とした。
2）活動内容
活動は、2012年 6月 25日 10：00～ 10：25に、
幼稚園内の体育館（452㎡）で実施した。
対象クラスの幼児に対し、1人 1つのビリボを与
え、15分間ビリボを使って自由に活動させた。
対象児には、事前に「ビリボは、遊び方が決まっ
ていない遊具であること」のみを伝え、遊び方に関
する教示は行わなかった。活動には、筆者以外に研
究補助の大学院生 1名および、担任保育士 2名（い
ずれも女性）が参加した。幼児の自発的な活動を促
すことに重点を置き、幼児の遊びに寄り添った。
但し安全管理上、以下の点については活動内容を
制限した。
①ビリボの凸面に対して、斜め方向から加重する行
為（ビリボの横滑りによる転倒事故防止のため）。
②ビリボの縁に手や足を挟む行為。
③ビリボを他人に向かって投げたり、ぶつけたりす
る行為。
3）分析の手続き
活動中の対象児の様子に関してデジタルビデオカ
メラ 3台を用いて、3方向より撮影した。デジタル
ビデオカメラは、対象児の活動範囲すべてが、いず
れかのビデオカメラで撮影されうる位置に配置し
た。
指導対象児 32名のうち、記録映像から活動内容
が途切れる事なく抽出できた者 29名（男児 16名、
女児 13名）を分析対象とした。撮影した映像の分
析には、ゲームブレーカー・プラス -V9デジタル
ビデオ分析システム（スポーツテック社）を使用し
た。加えて、参与観察によるフィールドノーツを作
成し、分析の補助資料とした。
1-1．カテゴリー分類
撮影した映像をもとに、15分間の活動時間中に
出現したビリボの「遊び方」に関して、ビリボの使
用形態の観点から、表 1に示すカテゴリーに分類し
た。カテゴリーの設定に当たっては、古屋（2014）
の分類に、「傍観・会話（他の対象児の様子を伺う・
他の対象児と会話する）」を加えた形で設定した。
分析では、ゲームブレーカー・プラス -V9デジ
タルビデオ分析システムに、撮影した 3方向からの
デジタルビデオカメラの映像を取り込み、活動時間
15分間中に出現したビリボの「遊び方」に関して、
筆者および体操コーチング論を専門とする研究者の
2名が、一度に 1人の対象児に着目し、逐次的にカ
テゴリー分類を行った。その後、2人の分類結果を
照らし合わせ、不一致であった部分については、2
名間の協議の上、最終的なカテゴリー分類結果を作
成した。
1-2．	メインカテゴリーの出現頻度を基にしたクラ
スター分析
個々の対象者における遊び方の特徴を探るため
に、各対象者におけるメインカテゴリーの出現頻度
｛出現頻度（％）=出現時間（sec.）/900（sec.）×
100｝を算出し、その値を変数として、階層的クラ
スター分析（Ward法・平方ユークリッド距離）を
行った。
3．結果と考察
クラスター分析の結果、距離 6.0で分類すると、
3クラスター（以下、A群・B群・C群とする）に
分類することができた（図 1）。 A群には、5名（男
児 0名・女児 5名）、B群には、14名（男児 6名・
女児 8名）、C群には、10名（男児 10名・女児 0名）
が分類された。
群ごとの遊び方の特徴を検討するため、統計的有
意水準を 5％として、Kruskal-Wallisの H検定を行っ
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た。さらに、有意差が認められた項目に関して、
Bonferroni法により有意水準を調整して Mann-
Whitneyの U検定による多重比較検定を行った（表
2）。統計処理には SPSS Statistics 20を使用した。
Kruskal-Wallisの H検定の結果、3群間に有意な
差が認められたのは、「バランス系」・「回転系」・「移
動系」・「操作系」・「模倣系」であった。「傍観・会話」
に関しては、有意な差は認められなかった。
「傍観・会話」以外の項目に関して多重比較検定
を行った結果、バランス系では、C群において他の
2群より有意に少なかった（A群：18.7％、B群：
24.7％、C群：7.9％）。回転系では、A群において
表 1　カテゴリー分類（古屋，2013を改編）
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他の 2群より有意に多かった（A群：52.6％、B群：
27.3％、C群：28.7％）。移動系では、B群において
C 群より有意に多かった（A 群：7.0％、B 群：
13.3％、C群：0.4％）。操作系においては、C群・B
群・A群の順で有意に多かった（A群：0.0％、B群：
4.4％、C群：44.3％）。模倣系においては、B群に
おいて A群より有意に多かった（A群：3.1％、B群：
9.9％、C群：6.9％）。
以上より、対象児のビリボの遊び方は、回転系の
遊び方が多く、操作系・模倣系の遊び方が少ない A
群、移動系・模倣系の遊び方が多い B群、操作系
の遊び方が多く、バランス系・移動系の遊び方が少
ない C群の 3つに分類できる事が明らかとなった。
また、3群間で傍観や会話の出現頻度に有意差は認
められなかった。さらに、A群は女児のみ、C群は
男児のみであったことから、ビリボの遊び方には性
差が見られることが示唆された。
今後は、これらのデータに加え、質的なデータと
して具体的な代表事例を提示しつつ、より詳細な検
討を行う予定である。
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